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1．　 ソ ウル市の 地下鉄

　 ソ ウル は，韓 国 の 首都 と して 長 い 歴 史 と伝統 を持 っ 世

界 有数 の 都 市 と して 成長，発展 して きた 。ソ ウ ル 市 は総

面積 が 627．06　km2 で ，全 国 上 の 0．63％ に 過 ぎない が，

全 人 口 の25％ の 1100万人 （1996年基準）が集中 して お

り，人 口 の過密現象や各種都市 問 題 が生 じて い る。特 に

ソ ウル 市 の 都 市部 は 四 つ の 山 で 囲 ま れ て い る盆地 内 に発

達 した た め その 傾 向が 助長 さ れ た 。 道路交通の 流 れ は 外

郭地 帯か ら中心 部 へ 向 か う14箇所 の 放射状道路 に 依存

して おり，すべ て の 道路が都心 部 を貫通 して 外郭地帯 へ

連結す る形 とな っ て い る た め 都心 交通 は大 きな 重圧 を受

け る。韓 国 で は 1970年代 か ら の 経 済開 発計画 の 成功 に

よ り，国民所得の 増加 に よ る自動車 の 急増 と活発な 経済

活動 に よる交通人 口 の急増加 で ， 道路 の 渋滞が 限界 に達

して い る。こ の よ うな 環境 の 中で 交通難の 根本的な解決

策 が切実に 要求 さ れ て 来 た。

　そ の 解決策 と して ，大量交通手段 で あ る地 下 鉄 が，現

在七 つ の 路線 で約220km 運行さ れ て い る 。 ま た ，一
つ

の新設 路線お よ び延長路線 の 67．7km が現在建設中で あ

り，今後四 つ の 新設路線お よ び
一

つ の 延長路線 の 約 120

km が 計 画 中 で あ る。2005年 に は 12路線 ，総延長 約 400

km の 地下鉄網 が 完成 す る 予定 で あ る 。

　 ソ ウル 市 の 地 下鉄は ， 建設時期 に よ り大 き く三 つ に 区

分 され る。 第 1期地下鉄 は 1971年 か ら1985年ま で 建設

した 1 号線か ら 4号 線 の 当初計画線 で ，ソ ウ ル 市 地 下

鉄 公社 が 運営 し て い る 。第 2 期地 下 鉄 は 1990年 に 着工

して 大部分の 路線は工 事終了 して 運営中で ，一
部分の 路

線 は 1999年 ま で に 完成す る予定 の 5〜8号 線で あ り，ソ

ウル 市都市地下鉄 公 社 で 運営 して い る 。第 3 期地下鉄

は 1998年 に 着工 ，2005年 完工 予 定 の 路 線 で 9 号 線 か ら

12号線 で あ る （表一 1，図
一 1参考）。

2．　 第 3期地下鉄建設計画 の 概要

　第 3 期地 下 鉄 の 路線 は 先 に 述 べ た よ うに，9〜12号 線

の 4 箇所 の 新設路線 と既 存 の 3 号 線延長路線 で 総延長

120km で あ る 。 建設費 は 総額 9 兆 1 千 億 ウ ォ ン （約

12000億 円，1997年 8 月 末）を 要 す る 大事業 で あ る。

ソ ウ ル 市 は 四 つ の 路線中投資優先順位 が高 い 9 号線か

ら着手 して 全路線 が 2005年 ま で に 完 工 で き る よ う に 関
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　　　　 表一 1　 ソ ウ ル市 地 下 鉄 の 建設 現況

叢誰
叢驫
　 　 　 　 ChamShi］1−AmSa 　　46 　 46　 4　20401994〜199
第 9　号線 Kimpo ・HaNum 　　 38　 3839312801
3

　 10 号線 ShlHung−MyunMok 　35 　 353525530
期

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 9982oo

崖膿 蟹 一 悪攜 　
定

　 　 　 　 Yan 　 ae．ShillWoeT　I　 35

連計画 に 万全 を尽 く して い る 。

　9 号 線 は 延 長 38km の Kimpo 国 際空 港 ，
YoilDo ，

ChamShil ，　Pangldong を経 由 す る ， 事業費 3 兆1280 億

ウ ォ ン の ソ ウ ル江 南地 域の 東西を連結 す る 路線で あ る。
10号線は ，延長35km の ShiHung，　Yoildo，　Seoul　Wt，
Cheong　NyanNi を 経 由 す る事業費 2 兆5530 億 ウ ォ ン の

ソ ウ ル 南 西 端 と東 を 連結 す る 路線で あ る 。
11号線は，

延 長35km の YangJaeDong ，　KangNam 大 路 ，市 庁，
NamGaZaDong ，　ShinWolDong を 経 由 す る事業 費 2 兆

5530億 ウ ォ ン の ソ ウ ル 市 の 西 と都心 部 を経 て 南 を連 結

す る路線 で あ る 。 12号線 は，延長 9km の 国鉄 の Bun−

Dang 線 と連結路線で ，　 WangSimNi か ら MiASamKeo ・

Ri を 経 由 して SungBuk 駅 と連結 す る事業費6560億 ウ

ォ ソ の 国鉄の 延長線 で あ る。3 号線延 長路線 は ，延長 3

km の SuSo 駅 ，8 号 線 の KaRak 市 場 駅 ，5 号 線 の

OGum 駅 を 延長 す る 路 線 で 事業費 は 2100 億 ウ ォ ン の路

土 と基礎，46− 1 （4eo）
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図
一1　 ソ ウ ル 特 別市 の 地 下 鉄路線網計 画図

線 で あ る 。

　 ソ ウ ル 市 が 計画 して い る第 3 期 地 下 鉄 120km が 2005

年 に全 部開通 す る と，ソ ウ ル 市内の 全地域 で 地下鉄停車

場 （国鉄を含 む 約450箇所）が 10分内外 の 距離に 配置 さ

れ る こ とに な り，バ ス ，軽電鉄等 の 連係す る輸送体系の

確立 と と もに ，大衆交 通 手 段 中 の 地 下 鉄 の輸送 分担率は

現在 の 35％か ら75％程 度 ま で 大 き くな る 。 こ の 値 は

Paris，　London，　New 　York，東京等 の 先進 国 水準の 地下

鉄網に 匹 敵す る。

3， ソウル市地下鉄の 技術向上

　3，1 主要技術

　現在 ，開通あ る い は建設 中の第 2 期地下鉄は，既存

の 第 1 期 の 地 下鉄 に 比 べ 多 くの 点 で 改善 さ れ て い る 。

特 に，自動改札 口 の 構造変更 に よ り，改札 口 の 通過人員

が 当初の 1 分当た り30名 か ら 60名 が 通 過 で き る よ う に

改善された。地下鉄 の 停車場 に は文化芸術作品 を備 え ，

市民 の 出会い の 場所を作 っ て 停車場 が 単純 な地 下 鉄 の 利

用空間で は な く，文化的空間 とな る ように設計 した。ま

た，線 路 工 事の 精密化 に よ っ て 運行中 に 電動車の 傾 きを

最小化 し，運行性能 の 改善を は か っ た 。 環境面 で は道床

構造 を在来 の 礫道床 か らコ ン ク リ
ー

ト道床 に 変更 して，

地下鉄 の運行お よび 維持管理 時の 粉塵発生 を 防止 した。

線路 部 分 は 特殊 ゴ ム 材質 の 防振構造 に し，電車運行時 に

発生 す る地 盤 の 振動 と騒 音 を 最小 化 して乗車感を 向上 さ

せ た 。 そ の 外 に 障害者施設を拡充 した り， 他交通手段 と

の 乗換 え用 の 駐車場 施 設 と駐輪場を大幅 に増設 して 市民

の地下鉄利用を よ り便利 に した 。

Janua 【y．1998

悔欝鷺。 。。 交騰 。靴

繍獲門贐贐 尉霏 徽
床新構造で 設計，掘削内空寸 法 を65cm 程度

縮小 して 工事費 を軽減 した。建築分野で は 乗

換 え 距離 を 1期 地 下鉄 の 平均 147m 程度 に

比 べ ，2 期 地 下鉄 には 同時設計
・施 工 に よ り

平均55 皿 に 大幅 に減 ら した 。 地 下鉄 5 号線

　の KwangWaMun 駅等 32箇所 に は 天井高さ

　を 5〜9m 高 め て ，停車場 内部空間 の 全体的

　な 立 体 感 を 強 調 し た 。ま た ，5号 線 の

Kimpo 国 際空港等 37箇 所 に は プ ラ ッ トホ ー

　ム の 底盤 を 改造 し，安定感を高め た り ，
5 号

　線 の GaeWaSan 駅等 7 箇所 に は ，駅内部 に

自然採光 を確保 した。

　 電気分野 で は，プ ラ ッ トホ
ー

ム の 照明を

　250ル ク ス か ら300 ル ク ス ま で 向上 さ せ ，駅

内部 硼 る く し齣 渡 電設備はエ ネ ’レギー

　節約型 と した。車両 分野で は ， 車体材料 を
一

般鋼材 か らス テ ン レ ス 鋼材 で製作 して 車両を

軽 量 化 した。また ，表面 を無塗 装処 理 す る こ

　　　　　とに よ っ て 補修 費が 節 約 で き る よ うに 改善 し

　　　　　た。客室内装は組立式プ ラ ス チ ッ ク を 使用 し

　　　　　て 美感や快適感を 向上 させた。設備分野で は ，

換気枦過方式 を 手動 か ら 自勤 フ ィ ル ターに して 維持作業

を な く して お り，快 適 性 を高 め る と 同時 に 地 下 の 全 駅舎

に冷房設 備を 設置 した 。通信分野 で は，全 空 間 で FM

放送聴取 お よび 無線通信 もで きる ように した。軌道分野

で は，レ
ー

ル を重量化 して安全性 を高め た り，レ
ー

ル と

レ
ー

ル の 連結部分 を溶接 して 騒音を最小化 して 乗車感を

向上 さ せ た。

　3．3 韓国で 始 め て の漢江 の 河底 トン ネル

　韓国 で 始 め て 建設 された 地下鉄 5 号線区 間 の 漢江河

底 トン ネル は，韓国土 木技術の 凱歌 と言 え るが ， トン ネ

ル は 5号 線の YoelNaRu 駅 と MaPo 駅 間 の 長 さ1580

m 区間，漢江底面 か ら15〜37m の 深さ に 位置 す る （ロ

絵写真一19， 20）。こ の 河底 トン ネル の 工事は 当初，韓

国 だけで はな く最高の 技術 を有して い る諸外国 の トン ネ

ル技 術 陣 も予 測 不 可 能の 難工 事区間 と診断 して い た。そ

の 工 事区間 の 地 盤 条件 は，トン ネ ル 断面 か ら み る と上部

に は 漢 江 か らの 莫大な地下水 が 流 れ，そ の 上 ，地盤 は 断

層破砕帯 が よ く発達した 不 均
一

岩盤層だ っ た 。 しか し，

内外の 土木技術陣が 総動員さ れ た 工 事は無事 に 終了 した 。

河底 トソ ネ ル の 内 部断面 は，地中 の トγ ネル 区 間 に比べ

3〜4 倍 の 荷重圧力 に 対 して 十 分 耐 力 を 持 つ よ うに 設計

され た 。 また，漢江 河 底 トン ネル の 両側 に は 非常水 門を

設置 し，漢江水流入 等 の 非常事態に備 え る特殊構造 に な

っ て い る 。
こ の 特殊区間の 安全状態 を 恒 久 的 に管理 す る

た め に トン ネル 内部 の 各 支 点 に 自動計測器 を 設置して 備

え て い る 。
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　 3．4 安全 シ ス テ ム

　第 2 期地下鉄 の 全 シ ス テ ム は ，既 存 地 下 鉄 の 運行経

験 に 基づ い て蓄積 され た 機 械，電気，通信，電子 分 野の

最新技術を応用 して 車両，電気，信号 ，通信総合司令室

が 有機的 に結合 した シ ス テ ム と して 構築された。こ れ ら

が
一
体に 作動 して 安全な無人 自動運転 が で き る よ うに 設

計 さ れ て い る が，運 行 時に は乗客の 信頼感 を考慮して 乗

務 員 1 人 を配置 して い る 。装備の 故 障 ， 瞬間的な異常

状態および操作員の 誤 りが あ る と きの 安全 の ために 列車

の停止 ， 電気供給の 中断および機器 を停止 させ る各種安

全装置 が車両355種，電気 15種 ，信号15種，通 信 10種 ，

昇降設 備 15種 等 シ ス テ ム 全体 で ，約410種 の 各種安全設

備 が あ る。信号は，列車の 衝突 を防止するため に電車 と

電車 と の 間 に 約200m 程 度 の
一

定距離 の 閉鎖 区 間 を確

保 して い る。こ の 区間で は
一

つ の 電車だ け が 運行 で き る

ように設計 さ れ て い る。

　停車等 の 各種 の 予期 で き な い 原因 に よ り電車 が停止す

る と乗務員が 即 時 に運転指令 に急報 す る と同 時 に，乗客

に は 案内放送 を して 10分以内 に 安 全措置 が とれ る よ う

に 計画 され て い る。そ の 後，運行再開可 否 を 判 断 し，運

行不 可 能時 に は 総合運転 司 令室 に救援要求 を 行う と と も

に乗客 に他交通利用な どの 案内放送をす る。運転障害の

原因が 電車故障 の と き は，後続列車の 運行 に支障がな い

ように 8〜9km ご と に 設置 した 留置線 で 電車を待避 さ

せ た後，運行 を再開す る。

4． 第 3 期地下鉄建設に向け て

　 4，1 計画 さ れる新次元 の地下鉄

　第 2 期地下鉄 が 開通 して か ら
一

部区間 で 電車内の 騒

音，改札 口 の 故 障，利 用 便宜 施 設 の 不 足，漏 水，電車の

故 障等の 問題 が 提起され た
。 第3 期 地 下鉄 で は 既存 の

ag　1，2 期地下鉄建設技術 で 生 じた こ れ か らの 問題 を 画

期的に 改善す る予定で ある。また，ソ ウ ル 市民 か ら地下

鉄全路線 の 運営 に対 す る設 問調査 を行 い ，分析 して 計 画

・設 計 段 階 か らこ れ を積極的 に 反映す る予定 で あ る 。 ま

た ，世界水準の 信頼性 の あ る新技術 を導 入 して ，より最

先端 の地 下 鉄 に な る よ うに 計画す る予定 で あ る 。 地 下鉄

施設の 設計，工 事 に対 す る 品質管理 を 完壁 に す る た め の

もう
一

つ の 試み は，最新 の 事業管 理 （Project　Manage −

ment ）技法，設計監 理 ，工 事電算化 な どの 導 入 で 新次

元 の 地 下 鉄 を 計画中で ある。

　4．221 世紀の 地下鉄を支え る設計 ，施 工 技術

　第 3 期 地 下 鉄 の 改善事項 と して 設計 を 進 行 す る に 当

た っ て 環境影響評価，交通 影 響 評価 を強化 して 市民の 意

見を積極的 に反映 して ，市民が地下鉄の 恵み を よ り万遍

な く受け る ように路線を選定 して い る 。 施設面 に は停車

場 に障害者，老弱者な どの た めの エ ス カ レーター，エ レ

ベ ー
タ
ー

等 を 多数設置 す る よ う に す る。ま た ，乗車場 と

連結通 路 の 幅 もよ り広 げ て 計画 し昇降 を便利 に ， ま た 乗

換 え が 容易 に行 え る よ うに す る 。 特 に ， 停車場内部から

近隣建物 との連結通路 を 可能な限 り積極的 に 留置 して 市

民の 利用便宜 とともに，地下空間 を確保す る こ とに よ っ

38

て 市民の 出会 い と休息 と文化 の空間 がで きる よ う計画 す

る 。 ま た，地 下 鉄構造物内の 換気 口 設置方法を 改善 して

地 下 空 気汚染 を最小化す る。

　電車内騒音も車両 製作基準 を強化 して 運行中乗客ど う

しの 会話 が よ く聞 こ え る よ うに 設計 す る。運行 シ ス テ ム

を改善 し て 電車故障 を 最小化 す る な ど市民 の 利便性 に 力

点 を お く こ と も推進 して い る。地下鉄工 事を施工 するに

当た っ て，工 事現場 に使用す る道路 を 最小化 す る た め に，

開削工 法 よ り道路交通 に 支障 が 少 な い トン ネ ル工 法 を拡

大適用す る。以上 の よ うな 計 画 に よ り迎 え る21世 紀 に

は
“
地 下 鉄 の 日常 生 活 化

”
時代 に ふ さ わ しい 最新地 下 鉄

施設が備わる ように ソ ウ ル 市 は，現在最善を尽 く して い

る 。

5． 韓国建設市場の 変化

　 1981年 か ら 施 行 さ れ て 来 た ，GATT 政 府 調達 が

WTO 体制下 で の 新 しい 政府調達拡張協商で推進 され ，

韓国政府 も同拡張協商 に 参加 して い る。同拡張協商は

1993年12月 15日 に妥結 さ れ ，1994年 4 月 15 日 モ ロ ッ コ

の Marachesheで の 署 名 に よ り ，1996 年 1 月 1 日 か ら

韓 国 を含 む 22箇 国 の 会員 国 の 政 府調達市場 が 開放 され

て い る。韓国の 場合は，その 協商発効が 1 年間猶 予 さ

れ1997年 1 月 1 日か ら発効 され た 。

　 こ れ に よ り，韓国政府お よ び ソ ウ ル 市は国 内調達関連

法令 お よ び制度 を 同 協 商 内 容 お よび 国際慣行 に 合わ せ て

改訂 あ る い は再整備 した。そ の 具 体的 な 法律は 国家契約

法 （関連細則含 む），建設産業基本法 （関連細則含む ），

建設技術管理法，エ ン ジ ニ ア リソ グ技術振興法，施設物

の 安全管理 に関す る特別法，各種契約条件関連法改訂，

入 札留意書等で ある。関連法の 改訂 に よ り，入 札参加資

格基準，国際契約紛争調整委員会の 設置，共同請負契約

運用要領，建設情報統合電算網 の 構築，設計 ・生産 お よ

び施τ の 標準化 ，建設業免許制度改善，物価変動 に よ る

契約金 額調整等 の 建設市場 解放 に 対 す る各 種 の 内容 も調

整 され た 。

　 こ れ に よ りソ ウル 市 の 地下鉄建設 丁 事 も市場開放対象

工 事に な っ た 。 地 下 鉄建設 本部 は，現在関連法 に よ っ て

調整 さ れ た契約書類 の 整形化 の た め の 準備 を 完了 し，
1997年の 詳細設計発注 工 事 か ら適用 す る 予定 で あ る。

地 方 自治 団 体 で あ る ソ ウ ル 市の 建設 市場開放内容は 建設

工 事 の 場合 は 1500 万 SDR 以 上 ，
コ ン サ ル タ ン ト ・

物

品 購 買 の 場 合 は20万 SDR で あ る。韓 国で は1996年12月

現在，建設，用役分野 の 約11 の 外国会社 が韓国内の 各

種建設事業へ の 参加 の 目的 で 登録 し て い る。今年 か ら施

工 す る 韓 国 内の 公共工 事発 注事業に技術力 を持 っ て い る

外国の建設会社お よび用役専門会社 が参加す る と予想さ

れ て い る。特 に，地 下鉄建設事業は 土 木， 建築，軌道，

電気，信号 ，通信，車両等 の 各種最新分野の 技術力 の結

晶体で ある。ソ ウル 市 の 立 場 か ら 見 て も地 下 鉄 各分野 で

最高の 技術 力 を 持 っ て い る 外 国 会社二の 参加が，韓 国 の建

設技術の 蓄積 に 寄与 し，未来 の 国家間 の競争に 対応 す る

契機 に な る こ とを 期待 して い る。　　 原 稿 受理 1997．5．26）

　 土 と基礎，46− t （480）
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